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セルフメディケーションの日 シンポジウム

日本橋ライフサイエンスハブより
Web配信

場 所日 時

2022.7.8●金
14：00～16：00

医療における
OTC医薬品の価値

セルフメディケーションの日  ロゴマークについて

健康でいきいきとした生活に貢献するセルフメディケーションのイメージ
を、カプセルと爽やかなブルーのリングで表現しています。カプセルが放つ
７本の光はセルフケア７本柱の推進を意味しており、「天は自ら助くる者を
助く」という自助論の一節を光の輝きで表しています。

▶「セルフメディケーションの日」特設サイト www.jsmi.jp/724



MC：藤岡 範子　救急救命士、僧侶、ヨガインストラクター、
教師等珍しい資格と競歩で全日本大学２位になった体力を
活かした演技と元気なトークで役者、MCとして活動中。

今日、少子高齢化やデジタル技術の進展に加え、
収束しないコロナ禍も相まって、生活者の健康を取
り巻く環境は急速に大きく変わっています。そのよ
うな中、高齢化による医療費（社会保障費）の激増
や医療の高度化を背景に、医療費の効率的・効果的
使用が今後の大きな課題として挙げられています。
この課題に対しては、「自分の健康は、自分のた
めに、自分で守る」すなわちセルフメディケーショ
ンの役割が今後益々大きくなってくると考えます。
そこで今回のシンポジウムでは、医療における
OTC医薬品の価値や健康保険組合等におけるセル
フメディケーション推進の取り組みを紹介する事を
企画しています。
今回で５回目となりますが、より多くの方々に参
加していただきたいという思いから、メディアだけ
でなく生活者の方々にもご案内し、また昨年に引き
続きWeb形式でもご視聴頂けるようにしました。
このシンポジウムが、セルフメディケーション推
進のための大きな一歩になり、また生活者の健康な
暮らしに役立つとともに、医療を支える一助になれ
ば幸いです。

上原  明

主催者挨拶 14：00～14：05

◆セルフメディケーションの日
　シンポジウム開催にあたって

日本OTC医薬品協会 会長　上原 明

基調講演 14：05～14：35（30分）

◆続 OTC 医薬品の潜在的価値
五十嵐 中 氏

閉会挨拶 15：55～16：00

日本OTC医薬品協会 理事長　黒川 達夫

パネリスト講演 14：35～15：05（30分）

◆保険者によるセルフメディケー
　ションの推進

横浜市立大学
医学群健康社会医学ユニット 准教授

◆医療費適正化に繋がる健保の
　セルフメディケーション推進事業

　池本 多賀正 氏

パネルディスカッション
15：05～15：55（50分）

ファシリテーター

樽見 英樹 氏

五十嵐 中 氏
江口 満 氏
池本 多賀正 氏
山本 雅俊

パネリスト

日本OTC医薬品協会
事業活動戦略会議座長・薬制委員長

日本年金機構 副理事長
 （前厚生労働事務次官）

日本OTC医薬品協会 会長

（うえはら あきら）

厚生労働省保険局 保険課長　江口 満 氏

ホワイトヘルスケア株式会社
代表取締役社長

五十嵐 中（いがらし　あたる）

登壇者のプロフィール（敬称略） Profile

江口 満（えぐち　みつる）

　旧厚生省入省
　医政局総務課長補佐
　大臣官房総務課総括調整官
　社会保障財政企画官
　大臣官房総務課企画官（年金局併任）
　大臣官房総務課企画官（子ども家庭局、行政改革推進室併任）
　内閣官房内閣参事官（内閣総務官室）
　保険局保険課長（現職）

1997年
2012年９月
2013年７月
2014年７月
2016年６月
2018年７月
2019年７月
2021年９月

池本 多賀正（いけもと　たかまさ） ホワイトヘルスケア株式会社 代表取締役社長

樽見 英樹（たるみ　ひでき） 日本年金機構 副理事長

日本OTC医薬品協会
事業活動戦略会議座長　兼　薬制委員長山本 雅俊（やまもと　まさとし）

プログラム Program

　東京大学法学部を卒業後厚生省に入省
　在米国日本国大使館一等書記官
　北海道保健福祉部高齢者保健福祉課長、その後、総務省行政管理局管理官、社会保険
庁総務部総務課長、厚生労働省大臣官房人事課長、同年金管理審議官、などを経て、
　厚生労働省大臣官房長
　保険局長
　医薬・生活衛生局長
　内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長
　厚生労働事務次官
　退官
　日本年金機構 副理事長（現職）

1983年
1993年
1998年

2016年
2018年
2019年
2020年３月
2020年９月
2021年10月
2022年１月

　東北薬科大学（現東北医科薬科大学）大学院修士課程修了
　三共株式会社（現第一三共株式会社）入社
　第一三共ヘルスケア株式会社　信頼性保証部長
　第一三共ヘルスケア株式会社　執行役員
　第一三共ヘルスケア株式会社　取締役執行役員（現職）

1987年
1987年
2014年
2016年
2019年

｠｠三菱商事㈱ 入社
｠｠三菱商事㈱ ヒューマンヘルスケア本部
｠｠エム・シー・ヘルスケア㈱ 出向
　三菱商事㈱｠｠予防・地域ヘルスケアプロジェクト プロジェクトマネージャー
｠｠ホワイトヘルスケア㈱設立 代表取締役社長（現職）

1998年
2008年
2014年
2019年
2020年

　東京大学薬学部薬学科卒業。
　東京大学大学院薬学系研究科博士後期課程修了。
専門は薬剤経済学。医療経済ガイドラインの作成・個別の医療技術の費用対効果評価・
QOL評価指標の構築など、多方面から意思決定の助けとなるデータの構築を続けてき
た。

2002年
2008年

横浜市立大学　医学群健康社会医学ユニット　准教授 
東京大学大学院　薬学系研究科医薬政策学　客員准教授
一般社団法人医療経済評価総合研究所所長・理事長

厚生労働省保険局 保険課長

シンポジウム
開催にあたって


